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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,20 45,30 +0,10 45,82 -0,52

USD / BRL Spot BRL 2,2666 2,2601 -0,0065 2,2191 +0,0410

USD / JPY Spot JPY 102,45 102,36 -0,09 101,68 +0,68

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.780 56.964 +1.184 55.974 +990

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 150,3 151,5 +1,2 148,3 +3,2

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,95 11,69 -0,26 12,01 -0,32

DI Future Oct15（金利先物） % 11,27 11,21 -0,06 10,99 +0,22

3 Months US Dollar Libor % 0,231 0,232 +0,001 0,233 -0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 288,8 289,9 +1,1 296,0 -6,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週金曜日のドルレアルスポット相場は地政学リスクへの思惑に振らされる展開でした。
朝方は全般的なリスク選好の地合いにより前日比レアル高の２．２６台前半から始まりました。一時２．２６を
割る局面もありましたが、６月の経済活動指数が大幅なマイナスを記録したことやウクライナ軍がロシアの
武装車両を攻撃したとの報道などからリスク回避のレアル売りとなり２．２７台前半へレアル安となりました。
しばらく同水準でもみ合いとなりましたが、ロシアは越境した事実はないと否定するなど情報が不明確だった
ためそれ以上レアル売りは続かず午後はポジション調整によりレアルじり高となり、結局２．２６近辺で引けて
います。

弱かった６月の小売売上高に続き、昨日発表された６月の経済活動指数も前月比１．４８％減と大幅な減少
となり４ヶ月連続でマイナスの伸びを記録しました。中銀の経済政策担当であるハミルトン理事は、大幅に
減少した経済活動指数が必ずしも第２四半期ＧＤＰのマイナス成長を意味しないと述べていますが、月次
ＧＤＰとも言われる経済活動指数が４ヶ月連続でマイナスとなるなか若干説得力に欠ける印象があります。
先物金利市場はＣＯＰＯＭが利下げを否定してから利回り上昇となって調整していましたが、足許の弱い
指標を受けて再び低下しています。中銀は景況感が悪化するなか今後も利下げを否定し続けるのか注目
されます。
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